
日光ゼロカーボンデザインプロジェクト

日光市は令和 3年 12 月 24 日にゼロカーボンシティ宣言を行い、2030 年カーボンハーフ、2050 年カーボンニュートラル達成を目標に掲げ、地域脱炭素化に向けた
事業の推進に取り組んでいる。宇都宮大学と日光市の連携（共同研究）事業である本事業は、公共施設へ再生可能エネルギー発電設備を導入するとともに、そこで
生み出したエネルギー（電力）を効果的に使用することで、公共施設の課題を解決し、または魅力を高め、利用者の意識をネガティブなものからポジティブなもの
に変容させることを狙うと同時に、当市の脱炭素事業のある種シンボリックな（アイコン的な）施設にすることを目指すというコンセプトのもと、令和 5年度にスター
トした。日光市には、活用可能な優良な施設ストックがあり、地域における再生可能エネルギーを活用しながら、施設の魅力を向上させることが期待できる。本事
業では、日光市における主要施設の活用可能性の調査と共に、地域の再生可能エネルギー活用のポテンシャルとの関係性を明らかにし、活用可能な施設の抽出を行う。
さらに、再生可能エネルギー利用による施設の魅力向上方策の検討を行い、試行実験を通じて、効果の検証を行うとともに実装に向けた計画を行う。

・太陽光発電や水力発電といった近接した環境下における再生可能エネルギーによるマイクログリット構築の可能性を模索
・樹木の伐採→加工→基本構成ユニットによる小規模拠点の形成といった地域循環によってゼロカーボンに接続する仕組みを構築
・江連家を中心としたゼロカーボン拠点の活用を通して、人々のライフスタイルへの浸透や、公共空間の活性化につながる方法の検討・実践

宇都宮大学ゼロカーボンデザイン研究会　地域デザイン科学部：横尾昇剛、藤原紀沙（建築環境分野）、遠藤康一（建築意匠分野）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工学部：吉田勝俊、関川宗久、山仲芳和（機会工学分野）、船渡寛人（電気電子分野）、堀尾佳以（国際交流分野）
日光市環境森林課

プロジェクト概要

取り組み内容 本事業では、下記の項目について、宇都宮大学地域デザイン科学部、工学部のメンバーが連携して研究開発、仕様の検討を行っている。

杉並木フォリー 温度調整可能ベンチ明かり制御照明

2. ゼロカーボン電源検討 3. あかり制御検討 4. 賑わい創出検討

日光杉材を使用した木造フレームと、
丸太基礎・貫構法による環境配慮が地
域のゼロカーボンに貢献。

太陽光発電とマイクロ水力発電のゼロ
カーボン発電装置を統合して、ゼロカー
ボンエネルギーの有効活用を目指す。

人の動きに合わせて色や明るさが変化
する、ゆらぎ制御回路・明かり制御回
路を内蔵する LED照明を制作。

保冷剤による保冷、太陽光パネル蓄電
池とドライヤーによる保温が可能な温
度調整が可能なベンチを制作。

太陽光発電による再生可能エネルギー
を利用した夜間照明の仕組みを構築し、
夜間の魅力・賑わい創出を目指す。

4. 賑わい創出検討 4. 賑わい創出検討

杉並木公園マイクログリット

船渡研究室 関川研究室 遠藤研究室 堀尾研究室 横尾研究室・藤原研究室

再生可能エネルギー夜間照明

今後の展望

調査計画・実施計画 モデル計画 システム設計・実装 システム実装（完成）

再エネ選定 , 日光マイクログリッド構想 杉並木公園におけるマイクログリッド・コンセプト検討 再エネ実装 , マイクログリッド・コンセプト提案

パビリオンデザイン検討 , 携帯ランタン検討 , ライティング計画 パビリオン実施設計・パビリオンフルモデル設置 ,
携帯ランタンを用いたナイトウォーク試行（8月）,
旧江連家邸宅ライティング , 照明設置実験（12月）, 温度調節可能ベンチ設計

拡張性・可搬型モジュール , 森林・都市の資源循環モデル

現地実測調査 , 日光らしさ印象調査 , 照明の印象評価 ゼロカーボンデザイン・ラボ体験会実施（12/20） ゼロカーボンデザイン・ラボ体験会 #2実施（8/22）

ゆらぎ照明の制御検討 , ゆらぎ生成モデル検討 , 人感センサ評価実験 ゆらぎ制御回路・明かり制御回路を内蔵する LED照明の設計・制作
複数デバイスを設置したときの動作調査

ヒトの動きに連動した明かり制御照明を設計・制作 ,
屋内外においての動作検証、および複数個体を設置したときの効果検討

1. コンセプト検討

2023 年度 2024 年度 2025 年度 2026 年度

写真：ゼロカーボンデザイン・ラボ体験会の様子（2026/8/22)

2. ゼロカーボン電源検討

3. あかり制御検討

4. 賑わい創出検討

5. 調査・イベント等検討

日光市杉並木公園グリーンプロジェクト
～自然の力で公園を明るく～

ゼロカーボン
デザイン 2026

プロジェクトの目的

　日光杉並木公園には太陽の光を元に発電する太陽光発電と、小川の流れを元に発電するマ
イクロ水力発電の二つのゼロカーボン発電装置が設置されています。現在は、それらが別々
に発電していますが、これらを統合してゼロカーボンエネルギーをより有効に利用できるよ
うにすることを目指しています。

パワーブロック（模型電車走行体験）

　エネルギーの統合には性質の異なる電気を使い
やすい形に変換する「パワーエレクトロニクス」
技術が必要です。パワーエレクトロニクスはス
イッチのオンとオフで電力を変換することに特徴
があります。その原理を模型電車走行で実験でき
る「パワーブロック」で体験してください。

工学部基盤工学科情報電子オプティクスコース（船渡研究室）

①ゼロカーボン電源検討

ヒトの動きに連動した明かり制御照明ゼロカーボン
デザイン 2026

プロジェクトの目的

あなたの動きにあわせて、色や明るさがだんだん変わったりする不思議なライト、たき火の
炎や水の波紋のように、ゆらゆらと光って癒されるライトの実験をします！
複数の色とりどりのライトを部屋の中に置いて、「あなたが動くと、どんなふうに光が反応
するかな？」という実験をするよ！「見ていて不思議な気持ちになる光り方をするライト」
の体験もできるよ！

宇都宮大学　工学部（関川研究室）

②あかり制御検討

杉並木フォリーゼロカーボン
デザイン 2026

①ゼロカーボン電源検討、③賑わい創出検討

プロジェクトの目的

　日光杉並木公園は日光杉並木街道の保護と地域文化を継承するために造られた公園です。
この公園には、移築された地域の古民家「旧江連家住宅」や二宮尊徳翁の報徳仕法農家を再
現した蕎麦屋「報徳庵」があります。このフォリーは、この 2つの建物と駐車場をつなぐ公
園の入口空間を彩り、人々の新たな居場所を創出するものです。再生可能エネルギーを活用
するための施設であり、日光産の杉材を用いることで、地域のゼロカーボン化に貢献します。

環境配慮の工夫

•周辺と呼応する木造フレーム
日光杉を使用した木造フレームが、周囲の杉並木や植栽と連続した景観を形成します。
•可変性を有する仕組み
太陽光パネルを支える屋根やベンチなどを組み合わせて、色々な使われ方が可能です。
•丸太基礎 , 貫構法による環境配慮
基礎には日光杉の丸太をそのまま使用し、建設時の二酸化炭素の排出量を減らす工夫をし
ています。また、接合部には、日本建築の伝統的な構法（貫）を使用しています。

宇都宮大学　地域デザイン科学部（遠藤研究室）
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ゼロカーボン温度調整可能ベンチ
お ん ど か の うちょうせいゼロカーボン

デザイン 2026

プロジェクトの目的

感性評価

災害時に役立つ「ものづくり」で、避難所にあったら良いものは何か？と考えた時、暑い時
は涼しく、寒い時は暖かくなるベンチが良いと考え、制作を始めました。ベンチの中の空気
は流れていません。横の部分に窓があった方が、流れることが分かりました。
冷たくするために保冷剤を、暖かくするために太陽光パネル蓄電池とドライヤーを使って、
温度調整ができるよう工夫しました。留学生と日本人学生が協働で仕上げたベンチです。

温度調整ベンチを使用した際、どう
感じるのか調べました。ドライヤー
で温めたベンチについて、どの項目
も高い数値となりました。
今回は、暑い夏に涼しく感じられる
よう保冷剤を入れています。実際に
座ってみて、確かめてください！ 図 . 温度調整ベンチ感性評価（ドライヤー平均値）

③賑わい創出検討

災害時に役立つものづくり 2025　学生グループ
宇都宮大学　工学部（堀尾研究室）

再生可能エネルギー利活用と
夜間光環境による地域の魅力アップ

ゼロカーボン
デザイン 2026

プロジェクトの目的

　歴史的な建築物そして杉並木が立ち並ぶ杉並木公園は，歴史的・環境的に魅力ある場所です。
しかしながら，夜間はあまり利用者がいない暗く寂しい印象の公園です。
　　環境省により推進されている感覚環境のまちづくりにおいては，熱・光・かおり・音などの人
間が感覚を通じて感じる環境を活かしたまちづくりが志向されています。本プロジェクトでは，感覚
環境のまちづくりにもとづき，光環境に着目し，杉並木公園内の夜間照明のあり方を検討しています。
さらにこの夜間照明を温室効果ガスを排出する化石燃料起源ではなく，再生可能エネルギーにより
供給することでゼロカーボンの夜間照明の仕組みを構築することを目指しています。
　公園の照明は、人 の々感じる安心感や居心地の良さ、滞在意欲といった心理的側面へ影響します。
歴史的価値の高い古民家の旧江連家住宅・杉並木公園の広場にて、夜間光環境と人々の心理的
評価の関係を明らかにします。また太陽光発電による再生可能エネルギーを利用することで環境に
配慮したかたちで夜間照明を行い，夜間の魅力・賑わい創出を目指します。

宇都宮大学　地域デザイン科学部（横尾・藤原研究室）

③賑わい創出検討




